
別記様式                          

愛媛県伊予警察署協議会会議録 

 

 （令和２年度第３回）  

 

日

時 
令和３年３月２日（火曜日）午後１時35分から午後２時45分までの間 

出

席

者 

１ 警察署協議会委員 

会長以下８人 

２ 警察署職員 

署長以下10人                 計18人 

議

事

概

要 

１ 会長挨拶  

 会長から、新型コロナウイルス感染症予防対策及び前回諮問を受けた「特

殊詐欺被害防止対策」について、引き続き各種対策を推進してもらいたい旨

の挨拶があった。 

 

２ 署長挨拶 

署長から、管内情勢についての説明及び警察活動に対する積極的な意見

を頂戴したい旨の挨拶があった。 

 

３ 業務推進結果の報告・業務推進計画等の説明 

⑴  各課長が、令和２年９月から同年12月までの業務推進結果及び令和３ 

年１月から同年４月までの業務推進計画について説明した。 

⑵  署長が、特殊詐欺被害防止対策(前回の諮問事項)について、警察本部 

において来年度中に警察情報配信システムの整備を行う見通しであるこ

と、署のホームページを改定中であること、自治体の特殊詐欺対策電話

機等助成制度は終了したことから、留守番電話機能の活用を呼びかける

こと、引き続き効果的な対策を検討していくことなどについて説明し

た。 

 

４ 諮問及び答申 

諮   問 答   申 

〇 令和３年伊予警察署業務推進重点につい

て 

１ 子供・女性・高齢者等を犯罪被害から

守るため、関係機関と連携し、ストーカ

ー・ＤＶ・虐待等の人身安全関連事案に

迅速的確に対応する。 

２ 侵入窃盗・万引き等の窃盗事件及び特

殊詐欺事件の抑止を図るため、検挙活動

及び被害防止に向けた広報啓発活動を推

進する。 

〇 伊予警察署業務推進重

点の３項目について、伊

予警察署管内住民の安全

安心なくらしを守るた

め、積極的に推進するこ

と。 
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３ 交通死亡事故を抑止するため、交通指

導取締り活動及び高齢者を交通事故から

守るための広報啓発活動を推進する。 

 

５ 質疑応答 

⑴  特殊詐欺被害について 

【 質問 】 

昨年、管内で特殊詐欺被害が３件発生しているが、被害者は高齢者か。 

【 回答 】 

当署管内で認知した特殊詐欺被害３件はすべて架空請求詐欺であり、

被害者は 60代が２人、70代が 1人で、いずれも高齢者である。 

⑵  女性警察官について 

【 質問 】 

警察全体で女性警察官の割合はどうか。また、警察官採用時に女性の採

用枠はあるか。 

【 回答 】 

      現在、県警の女性警察官の割合は 1割強であり、採用時には女性枠が設

定されている。ちなみに令和３年度の大卒警察官の採用は、男性警察官が

46人程度、女性警察官が８人程度となっている。 

【 質問 】 

 以前警察学校の訓練を見学したが、警察学校での訓練は、女性も必ず受

けなければいけないのか。 

【 回答 】 

 警察学校における教養は、採用時教養として決まっており、各種訓練も

含め、すべて男女とも基本的に同じカリキュラムとなっている。 

⑶  新道開通に伴う交通事故抑止対策について 

【 質問 】 

３月 13日(土)に、エミフルＭＡＳＡＫＩのラウンドアバウトから想い

通りの間に、町道西古泉筒井線が開通するが、ラウンドアバウトの通行等

も含めて、警戒活動、交通指導取締り等を計画しているか。 

【 回答 】 

新道と想い通りの交わる交差点には信号機、横断歩道が設置される。 

この道路ができることで、松山方面からのエミフルＭＡＳＡＫＩへの

車の流れが変わり、交通量も大きく変わると予想される。開通直後は、周

辺の交通の流れ等も確認しつつ、警戒活動、交通指導取締りを強化すると

ともに、ラウンドアバウトの通行方法についても周知していく方針であ

る。 
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議事進行状況 

 

       会長挨拶            署長挨拶 

  

     
      

        

実施状況            実施状況 

 

       
   

       

    

 


